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■本ガイドブックについて 

 

本ガイドブックは、「⾸都圏を中⼼としたレジリエンス総合⼒向上プロジェ
クト」のデータ利活⽤協議会に設置された 8 つの分科会のうちの⼀つである
IoT 技術活⽤分科会が作成したもので、データ連携に造詣の深い⼀般財団法
⼈⽇本情報経済社会推進協会様に監修を頂いております。 

 
データ利活⽤協議会は、⾸都直下地震などの災害にそなえ、国⽴研究開発

法⼈防災科学技術研究所が⼤学等の研究者や賛同する企業・組織と共にオー
ルジャパン体制で推進するため、防災分野における企業・組織の課題解決、
事業継続能⼒の向上に資することを⽬的とした協議会です。 
＊データ利活⽤協議会、並びに⾸都圏レジリエンスプロジェクトの詳細につ

いては付録をご覧下さい 
 
本紙に記載されている内容については、IoT 技術活⽤分科会が責任を有す

るものですが、個別の取組に関する内容については、原則として頂いた情報
をそのまま掲載しておりますので、直接お問い合わせ頂くようお願い致しま
す。 
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ଡझଡ༹なデータをਫ਼みड़し、作りड़すコト、ͨ ͞で作らΗたなデータを҈ৼ・҈સにฯ؇できる
コト、ͨ のビッήデータをωーθに合わせてଐ͚、ਜ਼֮に計ࢋできるコト͗、データ利活⽤として،要で
す。ͨΗはγービスͫけでな͚、防災にܐる分でも॑要な要ોです。ͨ͞で、防災分におけるۂة・
組৭の課題մ݀、事ܩۂକྙのにࣁする͞とをదとしたʰデータ利活⽤協議会（以後、デ活）ɦ
をઅཱིし、活動をਬ進してきました。 

અ͠Ηた分科会の内、IoT 技術活⽤分科会では、IoT を活⽤しଡ༹なデータをਫ਼みड़し、ͨΗを҈સ
にฯ࣍しな͗ら、ࡸでྖな計ࢋを͑ߨ組みをߑし、災害時にデータを有ްかつ適時に活⽤する
͞とをࢨす産官学のӵஎ͗݃集した分科会です。 

͞の分科会には、༹々な IoT ιンγーをѽ͑ۂة、ͨのデータを集Όるクϧウドや IT ϗンξーۂة、
ͨΗを計ࢋ・分ੵできるコンϒϣーターۂةや学術、எࣟ。ͨ して有事のࡏにデータを活⽤する࣑ࣙ体や
 。者͗Ἡいましたڂݜ

コンϒϣータࢢྖ、ྋ（データ）とಕ۫（クϧウドࡒݬわͻデータ利活⽤をྋཀྵで例えΗͻ、最߶のݶ
ー、シϝϣϪーシϥン学術)、ͨΗらをཀྵするྋཀྵਕ（࣑ࣙ体、ؽڂݜ関）͗Ἡͮた分科会です。 

ͨの活動においては、ݺ々の事ۂやテーマのΠクティビティを͑ߨで、ͨ ͞でಚらΗる成Վや課題を
 。を計ժしてきましたݩり、災害時におけるきな課題մ݀やඬୣ成を協議し実رͬ࣍

、ておりませΞ͗ͮאはݩのϓィールドでの実ࡏよ͑な参集や実͑ࢧ೨な͞とに、コロナՔにおいて
པる΄きタイϝンήでͨΗ͗実ߨできるよ͑、ݺ々のΠクティビティとͨΗを組み合わせた活動計ժを
֮りとしたたΌる事で࣏の活動につな͝ていきたいとߡえています。 

ͨ͞で、IoT 技術活⽤分科会の防災に関するデータ連携の有ްと課題、防災分のデータ連携のཀྵ
దな取り組みについてまとΌたガイドを作成する͞とにしました。 

防災関ܐ者をはͣΌ、データ連携を͞Ηから進Όよ͑とする⽅々の参ߡとなΗͻ߀いです。 

令和 4 年 3 ⽉ IoT 技術活⽤分科会 会ௗ ଞ ड़ 
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2011 年 3 ⽉の౨⽇本ਔ災は、マήωοϣード 9�0、最ਔౕ̕（ٸݟ部のࢤݬ܂）と
⽇本ࠅ内؏࢛最規ໝ、ֆでも̒൬の規ໝのஏਔによるもので、ഀඅ害も॑なり、ࢰ
者約 2 ຬਕ、ߨ⽅者約 3 એਕ、સշ約 12 ຬ౫、ൔշ 28 ຬ౫とາૂ有のਔ災となりまし
た。また、ۛ年では、ஏਔ以でも、令和元年にཱིてକけにした台⾵ 15 号、台⾵ 19 号や
令和 2 年 12 ⽉集降ઉ、災害͗ළ発している状況に͍ります。 

をҒࡨ関との連携や対ؽܐఈ、関ࡨ体ではஏҮ防災計ժを࣑けては、各ࣙにڈغ災・ݰ
Ͱけてはいるものの、ۛ 年発ਫ਼する災害をみると、͞ Ηまでのఈをཆかに回るළౕ、規ໝ
となり、͞Ηまで以にો͚߁Үでの状況のѴ、連携した対͗ࡨච要となります。 

͞のよ͑な、IoT 技術の進ఴにい、データ取ಚ・մੵといͮたデータ利⽤͗ڧいつつ
͍り、今後の災害時の適な対応の活⽤͗ٽΌらΗます。 

本হでは、͞Ηまでに発ਫ਼した災害時のਟଐな対応にけたデータ連携の有ްに関するՆ
についてとりまとΌました。台⾵・ஏਔ・ઉ害なʹの事例からʰデータ連携の LIʱとして、
データ連携するࡏに॑要なポイントをࣖࠨしています。また、হの関連情報には防災科学技
術ڂݜॶの関連する取り組みを参লしやすいよ͑にまとΌました。 
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(1) 台⾵ 15 号によるಝదなඅ害 
令和元年 9 ⽉に⽇本ౣをऽͮた台⾵ 15 号では、એཁࢤにおいて、最⾵ଐ 35�9P�V（ϟー

トルຘභ）、最ॢ間⾵ଐ 57�5P�V を؏する、ଡ͚のஏ఼で؏࢛̏Ғの最⾵ଐや最
ॢ間⾵ଐを؏するىదな⾵に⾒わΗました。 

͞の台⾵ 15 号では、એཁݟをৼにంుඅ害͗֨、最約 93 ຬރ、おおంుのڈ
（ంు਼݇͗ϒーク時とർֳして 99ˍմভ）にかかͮた時間は約 280 時間と、ۛ年のంుඅ害
のでは最もௗغԿしたඅ害となりました。1

台⾵ 15 号によるంు͗ௗغԿしたݬҾは༹々です͗、कなಝとしては、ىదな⾵にと
もな͑ౙ⽊やඊཔ物によͮてుのഃଝやౙշً͗͞り、ͨΗによるஇત͗とてもଡかͮた͞
と͗͝ڏらΗます。また、ౙ⽊の発ਫ਼は、ుഃଝのݬҾとなͮたͫけでな͚交通の͝ともな
り、ౙ⽊でཱིͬり͗ࠖ難なஏҮのඅ害֮やڈ作ۂには時間を要する͞とにもなりました。

ཱིͬり͗ࠖ難なஏҮでは॰ࢻをॉ分にお͞な͑͞と͗できなかͮた͞とによる、ڈ⾒通
しのޮ表͗ஙΗ、ڈのஙԈやڈ情報͗ଏしていた͞とにより、༩以のඅ害状況͗
らかになるにつΗて、たびたびڈ⾒通し͗ఙਜ਼͠Ηるなʹの事ସも発ਫ਼しました。なお、ుྙ
会ऀの発表ではంు͗մভしているΦϨΠとなͮているものの、ݺพのஏҮやेڋなʹをࡋ
に⾒てい͚とంు͗մভ͠Ηていないと͞Θ͍͗るとい఼͑については、いわΑるh ӇΗంుʱ
として報ಕ͠Ηました。 

1 Φネルάーுݱࣁ ۂ産ࡃܨ +3 ʰ台⾵ʱとʰుྙʱ〜ௗغంుからߡえるుྙのϪジϨΦンス（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ） 
KWWSV:��ZZZ�HQHFKo�PHWL�Jo�MS�DEoXW�VSHFLDO�MoKoWHLN\o�W\SKooQ�KWPO 

ਦ 1 ͞Ηまでの台⾵අ害におけるంు਼ރのਬҢ
Φネルάーுݱࣁ ۂ産ࡃܨ） +3 ʰ台⾵ʱとʰుྙʱ〜ௗغంుからߡえるుྙのϪジϨΦンスより） 
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(2) データ連携の LI 
台⾵ 15 号におけるڈのきなปとなͮたౙ⽊の題は、ుྙ会ऀͫけで対応できるもので

はな͚、ڈ作ۂを担͑ࣙӶୄやݒઅۂ者、ಕ࿑؇ཀྵ者で͍るஏ⽅࣑ࣙ体、ಕ࿑बวのྜྷࢃのॶ
有者なʹ、ଡ͚の関ܐ者との連携͗ච要となりました。 

͞のմ݀ࡨとしては、Ծ表の和Րݟࢃの事例のよ͑に、平時からౙ⽊ॴཀྵに関するༀׄ分担
を֮Կしてお͚͞とで、災害時ͫけでな͚、平時の事ൈࡀなʹの対ࡨもཱིてやす͚なりま
す。2

また、ༀׄ分担の֮Կと合わせ、災害時のԃなౙ⽊ॴཀྵにけては、ౙ⽊の状況͗ો͚
Ѵできるよ͑、各事ۂ者͗取ಚしたデータを連携し、関ܐ者間で共有する͞と͗॑要となり
ます。 

  

2 Φネルάーுݱࣁ ۂ産ࡃܨ・ +3ʰ台⾵ʱとʰుྙʱ〜ௗغంుからߡえるుྙのϪジϨΦンス（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ） 
KWWSV:��ZZZ�HQHFKo�PHWL�Jo�MS�DEoXW�VSHFLDO�MoKoWHLN\o�W\SKooQ�KWPO 

表 1 和Րݟࢃと関ుྙの災害時におけるంుڈ作ۂの連携なʹに関する協ఈ
Φネルάーுݱࣁ ۂ産ࡃܨ） +3ʰ台⾵ʱとʰుྙʱ〜ௗغంుからߡえるుྙのϪジϨΦンスより）
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डݏϪジϨΦンスϕロジΥクトでは、防災科͗ݜӣ⽤するસࠅに約 20NP 間ֶで؏఼͗
配͠Ηた 02:/$6（モウϧス）やडݏबวに 2〜10NP 間ֶで配͠Ηたडݏஏਔ؏
 0H62�QHW（ϟλネット）によるデータと、間ۂةのଠؽ関͗ฯ有するஏਔ動データを౹
合により、डݏのஏਔ動をࡋにѴするたΌのڂݜ開発を進Όてきました。 

2011 年に発ਫ਼した౨ஏ⽅ଢ平༺ԯஏਔを対েに、防災科ݜのデータと౨ښガスࣞה会ऀに
よる߶ືౕϨΠルタイムஏਔ防災システム（6835(0(、シϣーϕϨーム）によるデータを౹
合した݃Վをࣖします。6835(0( では౨ښガス؇ۢ内に約 1NP2 に 1 ॶとい͑߶ືౕでஏ
ਔ計͗અ͠Η、ஏਔ時のガスڇڛのࣙ動ంࢯやガス؇のඅ害༩なʹをͮߨています。官
のデータ౹合により、༵ Ηのఽわͮてい༹͚ࢢやき͚༵ΗているҮ（ਦの؛ࠉ）なʹ͗
関͗ฯ有するྖの؏データをもとにした༵Ηの情報͗ؽにѴՆになります。༹々なࡋ
ϨΠルタイムに利⽤ՆになΗͻ、インϓϧなʹのඅ害༩や災害対応にච要な意݀ࢧఈなʹ
͗߶ౕの情報をもとにߨえるよ͑になる͞と͗غଶ͠Ηます。 

  

ː防災科ݜと 6835(0( のデータを౹合
したもの（ࠪ）と防災科ݜのデータのみ
のもの（ӊ）をࣖす。 

ਦ 2 2011 年౨ஏ⽅ଢ平༺ԯஏਔのࡏのडݏの༵Ηのスナッϕシϥット
（$oL HW DO� >2021� -'59oO�16 1o�4 SS� 684�699@よりӀ⽤）

― 4 ― ― 5 ―



�6� 

㻝㻚2㻚㻟 Ỉᐖ䛸䜲䞁䝣䝷䛾ᪧ 

(1) 台⾵ 19 号によるಝదなඅ害 
令和元年に発ਫ਼した台⾵第 19 号は、10 ⽉ 12〜13 ⽇にかけて、関౨、౨ஏ⽅に、発ୣ

したӏӤや台⾵बวの࣬ͮたـۯのӪڻで、੫Ԯݟや新ݟ׃、関౨ߗ৶ஏ⽅、౨ஏ⽅をৼに
 。దなӏとなりましたىいҕで߁

ӏಝพܱ報も 13 ݟに発表͠Η、ξムの๎ٺە流やՑઔの൛འ͗૮͙࣏、સࠅで 140 ॶ
のఇ防͗݀շ、災害ঁٻ๑の適⽤団体も 14 ݟ 390 ҕにわた߁Όてۅ、ʹௌଞにるなۢࢤ
るਛな災害となりました。 

  ਦ 3 台⾵第 19 号のӪڻによるՑઔの݀շ発ਫ਼ॶ

ਦ 4 Ցઔの݀շ状況
ʰౖࠅ交通 ౖࠅのௗغఴҗҽ会（第್回）ࣁྋ台⾵̗̏号によるඅ災状況と今後の対応についてʱ 

（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ）よりӀ⽤（KWWSV:��ZZZ�POLW�Jo�MS�SoOLF\�VKLQJLNDL�FoQWHQW�001317859�SGI） 
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(2) データ連携の LI 
台⾵ 19 号においては、⽔害といͮたࢤௌଞを߁͛ޏҕでඅ害͗発ਫ਼した͞とも͍り、内閣

官෯ௗ官͗࠴ௗをແΌるʰ令和元年台⾵第 15 号・第 19 号をはͣΌとしたҲ連の災害にܐる
検証οーム 3ɦにおいても、規ໝ߁Ү避難の実ް֮ฯの؏఼から課題͗͝ڏらΗています。 

͞のよ͑な課題մ݀にけても、平時に連携体をߑするとともに、避難状況͗ԃ
に、かつ、߁ҮにѴできるデータの取ಚ、関ܐ者間での共有͗॑要となります。 

5�4� 規ໝ߁Ү避難の実ް֮ฯ
ʴ課題と事実関ݬ・ܐҾʵ 
˕ਃ⽔͗߁かつௗغに及び、਼ॉຬਕ以の߁Ү避難͗ච要となる規ໝ߁Ү避難につ 
いては、避難͗ௗ時間・߁ҕ・ਕ਼に及たΌ通の避難対応͗ͨのまま適⽤でき 
ͥ、ଡ͚の課題͍͗るͻかりか、関ؽܐ関͗ଡزにわたるたΌ、ͨΗらの課題͗ࡸに 
ཙみ合ͮている。 
˕台⾵第 19 号での߁Ү避難対応（ߧઔԾ流Ү、利ࠞઔ流Ү）を通ͣてಚらΗたஎ⾒は以 
Ծの通り。 
・当ॵఈ͠ΗていたタイϝンήよりஙΗて、൛འ 48 時間をͮてから共ಋ検討開࢟の 
ӏྖخ६にୣした（本པは、൛འ 72 時間から、߁Ү避難のたΌの関࣑ࣙܐ体において 
共ಋ検討を開࢟するఈで͍ͮた͗、ͨΗ以降に共ಋ検討開࢟のخ६に౺ୣした合の 
対応͗ఈ͠Ηていなかͮた）。 
・రಕの計ժӣٵのఈにより、ఈ͠Ηていたタイϝンήでの߁Ү避難開࢟では、Ң動 
घஊの֮ฯ͗ࠖ難な状況で͍ͮた（ಋ 24 時間での߁Ү避難開࢟とのఈに対し、ಋ 
18 時間から計ժӣ͗ٵ実施͠Ηた）。 
 Ү避難につい߁）Үでのඅ災͗༩͠Ηる合、避難をࣖす͞と͗ࠖ難で͍ͮた߁・
て検討で͍ͮた͗、事にणけΗの࣑ࣙ体を݀Όていたとしても、当࣑֚ࣙ体の 
ेの避難͗⾒ࠒまΗた）。 
7�6� ਃ⽔ఈۢҮౖ・災害ܱվۢҮにおけるඅ害
ʴ課題と事実関ݬ・ܐҾʵ 
（ਃ⽔ఈۢҮについて） 
˕台⾵第 19 号においては、ਃ⽔͗ఈ͠ΗるۢҮをౖࠅ交通・ಕ府ݟஎ事͗ࢨఈす 
る͞とと͠ΗているՑઔ（ߓ⽔༩報Ցઔ及び⽔ҒबஎՑઔ）以のಕ府ݟ؇ཀྵՑઔ͗ 
൛འし、ԌઔஏҮにඅ害͗ਫ਼ͣた。 
˕͞のよ͑なՑઔにおいても、ಕ府͗ݟಢࣙに൛འմੵを実施し、ߓ⽔時にਃ⽔͗ 
ఈ͠Ηるҕをࣖしている例や、ࢤௌଞ͗ύδードマッϕにਃ⽔実の情報をࣖして 
いる合は͍るものの、取組みはҲ部のಕ府ݟ及びࢤௌଞにཻまͮている。 
˕͞のよ͑なՑઔにおいては、ߓ⽔時にਃ⽔͗ఈ͠Ηるҕのઅఈをਬ進するたΌ、ݳ 
 わΗているߨҝదにਃ⽔ҕをਬఈするघ๑の開発͗؈Ϫーδーྖを⽤いてۯߦ、ࡑ

3 令和元年台⾵第 15 号・第 19 号をはͣΌとしたҲ連の災害にܐる検証Ϫポート（最終とりまとΌ）（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ）より 
તජ者 KWWS:��ZZZ�EoXVDL�Jo�MS�NDLJLUHS�U1W\SKooQ�LQGH[�KWPO 
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㻝㻚2㻚㻠 㞷ᐖ䛸䜲䞁䝣䝷䛾ᪧ 

(1) 令和 2 年 12 ⽉集降ઉによるಝదなඅ害 
令和 2 年 12 ⽉、⽇本ۛはکいܗのـѻ配͗କき、⽇本から⽇本の⽇本քଈでは、

いઉ͗降ͮており、14ک ⽇からの降ઉྖの合計͗ 2 ϟートルをえるઉをىしました。 
͞の集降ઉにい、関ӿࣙ動ऄಕでは、਼ॶでܗऄཱི͗ԡਫ਼した͞とにより、令和 2

年 12 ⽉ 16 ⽇（⽔）から 18 ⽇（ۜ）の 3 ⽇間にかけて、最約 2、100 台の規ໝなऄྈ଼ཻ
͗発ਫ਼しました。4

մভにௗ時間を要した͞とで、଼ཻऄྈに取り͠Ηた⽅々のਕໍや݊߃のݔ೨をਫ਼ͣ͠
せるとともに、ԌતஏҮのਫ਼活活動や、物流଼͗る͞とでऀ会ࡃܨ活動にଡなӪڻを及·し
ました。 

  

4 今発ਫ਼した規ໝなऄྈ଼ཻについて（ౖࠅ交通）（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ） 
KWWSV:��ZZZ�POLW�Jo�MS�UoDG�LU�LU�FoXQFLO�WoXNLGoXUoNDQUL�SGI05�01�SGI

ਦ 5 関ӿࣙ動ऄಕにおけるऄྈ଼ཻ状況
ʰ今発ਫ਼した規ໝなऄྈ଼ཻについて （ɦౖࠅ交通）よりӀ⽤ 
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(2) データ連携の LI 
規ໝなऄྈ଼ཻ発ਫ਼時の課題について、学ࣟ者をৼにཀྵ͠Ηたʰ令和 2 年 12 ⽉関ӿࣙ

動ऄಕ 集降ઉに関する対応検討会の間とりまとΌについてʱので、h 関ӿಕの通ࢯߨΌ
の送り ɦ͗͝ڏらΗています。͞ のよ͑な課題մ݀にけても、交通状況・଼ཻ状況を関ܐ
者間で共有する͞とで、各झಕ࿑の状況をಁまえた適な対応͗Նとなります。 

なお、検討会では、h ଼ཻ台਼の計ϝスʱといͮた課題も͝ڏらΗています͗、͞のմভに
けては、Ωϟϧの IoT 技術を活⽤したデータの取ಚ͗ٽΌらΗ、また、͞Ηらの技術を活
⽤する͞とで、ߍなるԃなデータ連携もՆとなります。 

͞のよ͑に、今後は、ΩϟϧをはͣΌとした IoT ιンγーやコネクテッドΩー、ߍには物流
る、間のビッ͗ܪֆの配送ऄのҒ情報の収集により、଼ཻをはͣΌとしたҡ検எにۂ
ήデータもΌた連携や技術開発͗غଶ͠Ηます。 

（h 令和 2 年 12 ⽉関ӿࣙ動ऄಕ集降ઉに関する対応検討会の間とりまとΌについてʱよりൊਰ5）
1� 令和２年̏２⽉に発ਫ਼した関ӿಕの規ໝなऄྈ଼ཻ
1) 規ໝなऄྈ଼ཻの発ਫ਼状況と課題
規ໝなऄྈ଼ཻとなͮた要Ҿとしては、関ӿಕにおいてཱིԡਫ਼͗発ਫ਼していたもののॳ࣏ഋঈ 
できるとߡえていた͞とに加えて、関ӿಕと並ߨするࠅಕ 17 号でも通ࢯߨΌ͗発ਫ਼し、ͨ のմঈ後も 
事ބやཱིԡਫ਼なʹ͗発ਫ਼していた͞とから、1(;&2 ౨⽇本としては関ӿಕを通ࢯߨΌにしてऄྈ
を流ड़͠せると、ࠅಕ 17 号͗͠らにࠠཛྷしてしま͑とߡえて、関ӿಕの通ࢯߨΌを送りにして通
 。を֮ฯしよ͑とした͞とで͍るߨ
また、଼ཻऄྈのҽ・ٮのٻԋ・ঁٻにௗ時間を要した͞とは、߶ଐಕ࿑内にًきた交通্ 
害は 1(;&2 ౨⽇本内のࣙ組৭でմভするとい͑意͚ࣟ͗ک、かつऄྈ଼ཻに対してʰ災害͗発ਫ਼
しているとい͑ࣟʱ͗ し͚、関ؽܐ関災害としての情報発৶͗できていなかͮた఼で͍る。関ܐ 
 関でも事ସѴにΌؽΌ、各࢟関においては、利⽤者なʹからの଼ཻに対するい合わせ͗ड़ؽ
 関͗ؽ状況͗Ѵできͥ、各ݳからの情報͗ない͞とでऀࢩ׃Όたものの、1(;&2 ౨⽇本新࢟
連携したਟଐなٻԋ・ঁٻのॵ動対応にஙΗ͗ਫ਼ͣてしまͮた。 
͠らに、ݳஏ状況をѴする要ҽやݳஏΩϟϧのଏからݳஏ情報͗ࡪし、1(;&2 ౨⽇本
新ऀࢩ׃においての଼ཻ台਼の計ϝス͍͗ͮた͞とや、ݳのणԋ体͗ओ͚ضࢨ者ଏの、
応ԋ者をްՎదに活⽤できなかͮた఼により事ସをࠠཛྷ͠せた͞とも課題で͍る。 

  

5 令和 2 年 12 ⽉関ӿࣙ動ऄಕ 集降ઉに関する対応検討会の間とりまとΌについて（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ） 
KWWSV:��ZZZ�KUU�POLW�Jo�MS�FKoNoNX�ILOH�SUHVV�210331BGoXUoEXBSUHVV�SGI 
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㻝㻚2㻚㻡 㛵㐃䚸䛭䛾䛾⅏ᐖ 

(1) 災害時に連携している間データ 
防災科͗ݜӣ⽤する防災クロスビϣー（KWWS:��[YLHZ�EoVDL�Jo�MS�）、内閣府と実施している

I68T（IQIoUPDWLoQ 6XSSoUW THDP：災害時情報集約ࢩԋοーム）においては਼々の間データ
とも連携しています。 

防災科͗ݜ連携した間データのେ表దなものは以Ծの通りとなͮています。 
なお、I68T のデータは、災害時のਟଐな情報活⽤並びにデータฯޤの؏఼から、ݳ状、災害

関ܐ者のみ活⽤Նなデータとなͮています。 

˖インϓϧ：通ߨ実情報、ಕ࿑交通情報、ガスڇڛంࢯ・ڈ状況、携ଵు通৶状況 
ˠ活⽤データの۫体例（通ߨ規情報） 
・-$5TI& のಕ࿑規情報の配৶（Ϗスコ '5�IQIo し、災害発߬͗ݜ༟）を防災科ܨ

ਫ਼時に I68T�6IT( にて表ࣖしています。 
˖ժ：ࣾΌࡳӪࣺਇ、ドローンժ、Ψルλժ 
 ԋ、ेՊඅ害ࢩ情報、ཌྷ⽔ڇ・⽔：இߨ˖
൭ஏਦ：*Ho6SDFHخ˖ ుࢢஏਦ（कにݒ物ポϨβン） 

ˠ活⽤データの۫体例（*Ho6SDFH ుࢢஏਦ） 
・1TT インϓϧネットࣞה会ऀの *Ho6SDFH ుࢢஏਦ。通で͍Ηͻ߬したデータはҲ

ൢにޮ開するڒଡ଼をಚるの͗難しい͗、ಝพなܘ約をగ݃する͞とで災害時には߬し
たデータを活⽤しޮ開する͞と͗Նとなͮています。कにݒ物ポϨβンを࢘いඅ災Ү
にまΗるݒ物਼݇の集計なʹをする͞とでඅ害規ໝのѴなʹに活⽤しています。 
参ߡ：Ӷデータからඅ災状況を͚எる 
（KWWS���GRL�RUJ����������QLHG���������） 

˖ビッήデータ：ਕ流データ、ࣙ動ऄϕローブデータ 
ˠ活⽤データの۫体例（*Ho6SDFH ుࢢஏਦ） 
会ऀࣞה・ $JooS から規ໝ災害発ਫ਼時にਕ流情報を 6I34' に対してໃঊ提͗ڛ実施͠

Ηており、I68T�6IT( でのみ活⽤Նです。 
・また、2021 年 11 ⽉より官ڂݜ開発౦֨ࣁϕロήϧム（35I60）で開発͠Ηたҡ

ఈ͠Ηたਕ流データも 6I34' に対して提͗ڛ開࢟͠Ηる༩ఈです。 
˖ͨのଠ：ౙ⽊අ害状況、৯ཱི体ਦ、ӆཇਦ 

இ⽔・ڇ⽔情報、ཌྷࢩԋ、े Պඅ害はߨ͗ޮ開しているものです͗、ޮ 開͗ࣞܙक体者に
よ ͮ て ҡ な り ϓ Χ ー マ ッ ト の ౹ Ҳ ͗ ߨ わ Η て い な い た Ό Ϛ ϧ ン テ ィ Π 団 体 12(0
（KWWSV:��ZZZ�Q2HP�MS�）͗収集集約してΨーϕンデータԿしたしたものを利⽤しています。 

会議とは、2020ۂに、⽇本防災産ߍ 年 9 に会ҽۂة参加によるΨンϧイン災害情報利活⽤܉
࿇を実施し、ͨのࡏに܉࿇時のڎ఼情報を $5& *I6 2QOLQH で共有する、༹々な取り組み
をͮߨています。 

本ชࡎىの 85/ はいͥΗも 2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ
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(2) 災害ୱҒの連携事例 
͞͞では、防災科ͨ͗ݜΗͩΗの災害に対してʹの間データを連携したのかを災害ୱҒで

紹介します。 

ᶅࡗ府部をਔݱとするஏਔ 
・通ߨ実情報：IT6 -DSDQ 
・ಕ࿑交通情報：-$5TI& 
・ガスڇڛంࢯ・ڈ状況：ࡗガス 
参ߡ：ࡗ府部をਔݱとするஏਔにおける情報ࢩԋ活動 ʷ災害時情報集約ࢩԋοーム

（I68T）としてॵのഁݥ事例（KWWS���GRL�RUJ����������QLHG���������ك
ᶆ平成 30 年 7  ӏ߿⽉

・各࣑ࣙ体から発表͠Ηるڇ⽔情報を防災科ݜ৮ҽ͗２名×60 ⽇間ܩକして作成 
参ߡ：平成 30 年 7 ཌྷ・⽔ڇ・⽔に及இݟにおける਼ಕ府（ӏ߿⽇本）ӏ߿⽉

�ԋ情報のஏਦԿ活動（KWWSࢩ��GRL�RUJ����������QLHG���������） 
ᶇ令和元年台⾵第 15 号ˏ19 号 

・ࣾΌࡳӪࣺਇ：Ϗスコ、ۂߦࡏࠅ 
・ドローンժ：'521( %I5' 
・ౙ⽊අ害状況 ：携ଵΫϡϨΠ（૱ແ）、1TT ౨⽇本（૱ແ） 
 携ଵΫϡϨΠ（૱ແ）、1TT ౨⽇本（૱ແ） ：ۃஏخ・
 இ⽔：12(0・⽔ڇ・
参ߡ：I68T による災害情報の౹合と共有ʷ令和元年台⾵第 15 号（૱ൔౣ台⾵）および

台⾵第 19 号（౨⽇本台⾵）の事例ʷ
（KWWS���GRL�RUJ����������1,('����������ك�

参ߡ：I68T による災害情報の౹合と共有ʷ台⾵第 19 号（౨⽇本台⾵）の事例ʷ 
（KWWS���GRL�RUJ����������1,('���������） 

参ߡ：令和元年૱ൔౣ台⾵における 1�(0 の災害対応活動 
（KWWS���GRL�RUJ����������1,('���������） 

ᶈ令和 3 年 7  ӏ߿⽉
令和̑年̕⽉߿ӏにおいてはشつの間データ͗ޮ開͠Η、ͨの活⽤ְ͗ましかͮたた

Ό、ͨのޮ開ܨҤをىします。 
・੫Ԯݟ内のコンγル事ۂ者͗ドローンӫをࡳӪし、੫Ԯ͗ݟ * 間情報ιンターにۯ

2021 年 7 ⽉ 3 ⽇੫Ԯݟ೦քౖࢤ災害動ժとしてΨーϕンデータౌ、132 ๑ਕクϧイ
シスマッϏーθ・ジϡϏン͗೦քࢤґಀౖࢃ災害ΨルλժとしてΨーϕンデータౌ 

ʰ共通状況ਦ（ϗースマッϕ）ɦࡳۯ会ऀテϧ・ϧϚ͗ドローンࣞה・ をޮ開。Ψーϕンデ
ータとしてޮ開は͠ΗなかͮたたΌ、利⽤時にڒଡ଼͗ච要 

・⽇ߦ༺͗੫Ԯݟ೦քࢤґಀࢃۛのӆཇਦ（අ災）をޮ開。当ॵは利⽤時にڒଡ଼͗ච
要ͫͮた͗、後⽇ΨーϕンデータԿ 

本ชࡎىの 85/ はいͥΗも 2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ
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・ΠジΠߦ͗೦քౖࢤ੶流災害අ害状況(2021 年 7 ⽉）をޮ開 
ໃঊ৯ཱི体ਦデータの利⽤は、ڒ⽤࢘ଡ଼ܘ約ॽにಋ意、ࣺਇの್࣏利⽤にはڒ⽤࢘
ଡ଼ਅ੧ॽ͗ච要 

ᶉ令和 3 年 8  ӏ߿⽉
・ेՊඅ害：12(0 ಕ府ݟの発表するेՊඅ害情報をϚϧンティΠ組৭の 12(0 ͗Ψー

ϕンデータԿし、防災科͗ݜ防災クロスビϣーに活⽤ 
・இ⽔情報：ਫ਼࿓ಉのඅ害報から収集 

ː防災科ݜは各ࢤௌଞや⽔ಕ事ແॶ͗発表する情報を集約している͗、発表⽅๑、デー
タのࣞܙなʹかなりώϧώϧでଡな࿓ྙ͗かかる。͞Ηを؈สԿするたΌに、ਫ਼࿓
ಉ͗発表するඅ害報（ࢤௌଞୱҒ）からபड़するよ͑にりえ 

ਦ 6 ͞Ηまでの災害時における活⽤データ事例
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ᵐ ἙὊἑᡲઃỉᛢ᫆Ὁသॖໜ 

 IoT 技術活⽤分科会において、議に最もௗい時間を要した఼͗、h 実ࡏにデータ連携͗ච要なࡏにป
になる͞とはՁかʱとい͑事でした。本হでは、議͠Ηたデータ連携の課題や、ͨのปをえるたΌに
平時からͮߨてお͚΄き⽅ࡨの提案をͮߨています。ಝに、分科会ではデータの提ڛଈにいる会ҽ、デー
タの利⽤ଈにいる会ҽ͗ͨΗͩΗ参加して頂いていたたΌ、ྈから議し、ཀྵする͞と͗できまし
た。 

2㻚㻝 䝕䞊䝍㐃ᦠ䛾ㄢ㢟 

͞Ηまでも、災害時のਟଐな対応にけて、༹々な官連携の取り組み͗ࢾみらΗておりま
す͗、າͫଡ͚の課題֮͗͠Ηます。 

データ連携にࡏしても、第 1 হでࣖした༹な災害時のݩܨから、h Πウトϕットを⾒ੀえたデ
ータϓΧーマットのઅఈ 、ɦh 意݀ࢧఈやඇ⽤ෝ担もΌたༀׄ分担の֮Կ 、ɦh ऀ会実ૹに関
するࣟの共有 ɦの課題֮͗͠Ηていますので、今後、データを連携してい͚では͞Ηら
の課題մভ͗॑要となります。 

また、有ӻな情報͗連携Նになͮたとしても、災害時のみでは͑ま͚活⽤͠Ηないといͮ
た事例もଡ͚ଚࡑしています。ͨ のたΌ、ԃなデータ連携に͍たͮては、⽇దに活⽤しても
ら͑たΌの組み作りにも取り組͞と͗ච要です（ͬ͞らはʰ2�2 ԃなデータ連携にけた
ཻ意఼ʱを参লԾ͠い）。 

課題ᶅ：Πウトϕットを⾒ੀえたデータϓΧーマットのઅఈ 
・関ܐ者は、༩Ό、ऀ会実ૹ時にච要となるデータのߴをજいड़し、実ૹՆなΠウト

ϕットをらかにしたで、利⽤する各झデータのಝをಁまえつつ、データϓΧーマ
ットをઅఈする͞と͗ٽΌらΗます。 

課題ᶆ：意݀ࢧఈやඇ⽤ෝ担もΌたༀׄ分担の֮Կ 
・取り組みをԃに進Όてい͚では、連携する事ۂ者のಚ意とする分をಁまえた

で、適なༀׄ分担を͑͞ߨと͗॑要です。 
・なお、ༀׄ分担には、各々͗検討する内容ͫけでな͚、意݀ࢧఈやඇ⽤ෝ担のも֮

Կしてお͚͞ともٽΌらΗます。 

課題ᶇ：ऀ会実ૹに関するࣟの共有 
・データ連携は、連携ࣙ体͗దではな͚、連携したデータにより、災害時にՁに有ӻ

な情報を提ڛできるか͗॑要となります。 
・ͨのたΌには、取り組み当ॵからऀ会実ૹ時の提ڛイϟージを೨ಆにいた検討͗ච要

となり、ͨのには、情報提ڛ内容ͫけでな͚、ܩକした情報提ڛにけたऀ会実ૹ時
のӣ⽤も॑要な課題です。 
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͞Ηまで、災害時のデータ連携を通してͣ״た関ܐ者からの（課題）を以Ծにࣖします。 

表 2 データ連携に関する課題
課題 課題に関する関ܐ者の 

課題ᶅ 
Πウトϕットを⾒ੀえた
データϓΧーマットのઅ
ఈ 

・਼のデータϙルξー͗ると、γンϕルγイθ、データ取
ಚの⽅๑、データಝ͗ҡなるたΌにデータの取りѽい͗
題 

・データ連携について、౹Ҳ͠ΗたデータϓΧーマット͍͗る
わけではないので、γービスとして利⽤するଈ͗݀Όる͞と
͗ච要 

課題ᶆ 
意݀ࢧఈやඇ⽤ෝ担も
Όたༀׄ分担の֮Կ 

・各ऀのಚ意なと͞Θをϗースに͑ߨの͗最ྒྷ 
合会ऀ（ಋͣよ͑なデータを取りѽ͑会ऀ）͍͗る合にڟ・

は、خ本దに対なཱིにたͮて進Όてい͚͞と͗॑要 
・技術దなݸֆ、合のѳい͞とも共有す΄き 
・データϙルξーと提ڛ者͗ҡなる合、ʹͬら͗क体となる

か͗題 
・Ҳ事ۂとしてߡえたときに、ඇ⽤ෝ担をʹ͑するかとい఼͑

をྂߡしてお͚͞と͗ච要 

課題ᶇ 
ऀ 会 実 ૹ に
関 す る  ࣟ
の共有 

Πウト 
ϕット 

した݃Վ、ʹのよ͑に活⽤しߨࢾに連携をࡏをえ、実ڧ・
てい͚かといͮたٛ͗ਫ਼ͣるίースもଡいの͗実情 

・データ提ڛ、活⽤する組み（システムߑ）͍͗ͮても最
終దな利⽤シーン͗Πナロήの合、成ޯしない（ऀ会実ૹ
できない） 

・元々提ڛできるデータはଠの事ۂ者もΌてݸらΗるので、
ऀ会実ૹ時のΠウトϕットをに݀Όておいた⽅͗よい 

マネタ 
イθ 

えߡϟインではな͚、ඇ⽤対ްՎやۜરదなϨターンをڂݜ・
てお͚͞と͗॑要 

・૮ޕ利⽤に͍たͮては、୯͗ʹのよ͑なܙで利ӻをڙणでき
るかといͮた組みのߑを॑ࢻ 

平時 
の活⽤ 

・平時の時から取り組みを進Όてい͚ච要͍͗る 
・通時からͮ࢘てもらえる組みで災害時にりわるとい

ͮた内容͗ච要で、ݳ状ͫと、通時はコロナ情報、ඉ時
は災害モードにりえる、平時の࢘い⽅͗॑要 
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2㻚2 な䝕䞊䝍㐃ᦠ䛻ྥ䛡䛯␃ពⅬ 

2�1 でもৰΗました͗、データ連携は、ଊ時に実ߨできるものではな͚、༩Ό連携するデータ
のಝをཀྵմし、६ඍしてお͚͞とで実͠ݳΗるものです。 

ಝに防災データに関しては、災害時にٺەで利⽤͠Ηる͞と͗ଡ͚、災害͗発ਫ਼してからで
は、ॉ分にͨのデータをༀཱིてる͞と͗できませΞ。ͨのたΌ、͞͞では、h 平時の取り組みʱ
とʰデータ連携に関する取り݀Όʱといͮた 2 つのࢻ఼からԃなデータ連携にけたཻ意఼
を取りまとΌています。 

2㻚2㻚㻝 ᖹ䛾ྲྀ䜚⤌䜏 

(1) 組৭内での取り組み
ୱҲ部ॼや担当者しかデータ連携の内容をѴしていない合、災害時ではͨのଚ͗ࡑ٭

͠Ηてしま͑͞と͍͗ります。 
マωϣΠルԿや平時からデータ連携܉࿇を実施するなʹ、災害時以でも利活⽤する͞とで、

組৭内でデータ連携をबஎ͠せる͞と͗ٽΌらΗます。 

ʴデータ利⽤ଈʵ 
・ ఈغదな防災܉࿇において、データ連携で収集した情報を活⽤したࣁྋ作成を͑ߨなʹ、

平時よりデータ利⽤を実施し、災害時でもスムーθにデータ連携͗できるよ͑にマωϣΠ
ルघॳをえる͞と͗ච要です。体ߑのཀྵにଡ͚の作͗ۂච要となり、ܩକ
するたΌのң࣍؇ཀྵ͗॑要です。 

・ 防災データを平時のۂແに活⽤する͞と͗できΗͻ、よりްՎదなデータ連携を実ݳする
͞と͗できます。しかし、防災データのްՎదな平時活⽤については、利⽤コストに⾒合
ͮた活⽤成Վのड़͗ࠖ難で͍り、今後もよりଡ͚のϤースίース͗ٽΌらΗます。 

ʴデータ提ڛଈʵ 
・ ఈغదな܉࿇によͮて、災害時でも҈ఈしたデータ提͗ڛできるよ͑にデータ収集घ๑

や体をඍするච要͍͗ります。 
・ 災害時にٺەで取ಚ・ඍ͠Ηたデータを提ڛする合は、ಝにͨのबஎを͑͞ߨ͚߁と

͗ච要となります。また、͍らかͣΌϟタデータの༹をඍし、ଐやかにͨのデータの
ঀ元をらかにできるよ͑६ඍする͞と͗॑要です。 

(2) 組৭をΌた߁Үదな取り組み
災害の発ਫ਼時および発ਫ਼ݺॶはౕҡなり、対応するཱིに応ͣた༹々なϤースίース͗発

ਫ਼します。 
ஏ⽅ޮ共団体なʹ、ஏҮにݸఈした対応をするؽ関においては、災害対応のݩܨを͝る

͞と͗災害対応ྙのに݃するたΌ、データ連携のϤースίースのै実と共有は平時にお
けるඉに有意ٝな活動といえます。 

― 14 ― ― 15 ―



�16� 

ʴデータ利⽤ଈʵ 
・ データの活⽤事例について、Ϥースίースとして͚߁共有する͞とでデータ連携をଇ進す

る͞と͗॑要です。データ連携のଇ進により、よりଡ͚の有ӻなデータ͗流通し、災害対
応ྙのにر༫͠Ηる͞ととなります。 

ʴデータ提ڛଈʵ 
・ 新たなデータの収集や利活⽤घ๑について活発にϤースίースを発৶し、データ連携ࢤ

の活Կを担͑͞と͗॑要です。 

2㻚2㻚2 䝕䞊䝍㐃ᦠ䛻㛵䛩䜛ྲྀ䜚Ỵ䜑 

(1) 利⽤ྋۜ
連携するデータの内容によͮては、有ঊܘ約によͮて利活⽤ՆとなるデータもଚࡑするҲ

⽅で、災害時にはͨのऀ会ద意ٝからデータの利活⽤͗ໃঊとなるίースも͍ります。 
災害時にٺᬐ有ঊܘ約を݃びす͛͠ま連携を開࢟͠せるとい͑͞ともࠖ難͗ఈ͠ΗるたΌ、

活⽤ؽ会のঙない平時のデータ利活⽤⽅๑、ܘ約に関する͗॑要となります。 

ʴデータ利⽤ଈʵ 
・ データのܘ約ҕを֮し、適な有ঊ・ໃঊ利⽤ܘ約をデータ提ڛ者と݃ච要͍͗り

ます。 
・ ఈغదに利⽤状況を֮し、ච要に応ͣてܘ約を⾒す͞とも॑要です。 
・ 災害時にٺەで利⽤したいデータ͗発ਫ਼した合、ौೊにܘ約する͞と͗できる体やル

ール作り͗ච要です。 

ʴデータ提ڛଈʵ 
・ 災害時にٺەで取ಚ・ඍ͠Ηたデータを提ڛする合は、ܘ約に時間͗かかり利⽤でき

ないといͮたίース͗ఈ͠ΗるたΌ、ܘ約よりߨした利⽤や、؈สなܘ約体ܧやྋۜ
表なʹを⽤意するといͮた事の६ඍ͗ච要です。 

・ 災害時にはऀ会ద要੧にともな͑有ঊからໃঊのรߍや利⽤ҕのٺᬐรߍを͑ߨと
いͮた、ौೊなܘ約体ܧをఈしてお͚͞と͗॑要です。 

(2) 利⽤ҕ
連携するデータの利⽤ҕについては、સޮ開やݸఈޮ開、༩Όࢨఈしてお͚͞と͗

まΗます。Նで͍Ηͻ災害時のٺەに応ͣてՆรの͍る利⽤ҕをઅఈする͞ともٽΌ
らΗます。 

ʴデータ利⽤ଈʵ 
・ データの利⽤ҕをらかにし、ܘ約にخͰ͚適な利⽤をॱगする͞と͗॑要です。災

害時にٺᬐ利⽤ҕのรߍを検討する合は、事にデータ提ڛ者との合意をಚるච要͗
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͍ります。 
ʴデータ提ڛଈʵ 
・ データの利⽤ҕを֮にし、提ڛ者の意ਦしない利⽤ҕで࢘⽤͠Ηないよ͑にする͞

と͗॑要です。 
・ 災害時にऀ会ద要੧にともないٺᬐ利⽤ҕをรߍする合は、ͨ のรߍ内容やݸغにつ

いて֮にし、平時には元の利⽤ҕにすなʹといͮたร動దな利⽤ҕをఈしてお
͚͞と͗॑要です。 
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ᵑ јௐႎễ᧸ἙὊἑᡲઃỆӼẬề 

本হでは、IoT 技術活⽤分科会において、実ࡏに取り組ΞでおらΗる事例紹介をߨいました。ͨの
で、取り組ࡏの参ߡになるものをご紹介しています。 

Ҷీ学ࠦ々⽊گदの取り組みは、਼のデータを活⽤して、災害時の状ସをݳ࠸し適な施
間ۯ、検討をՆにする概೨モデルの取り組みです。府はスマートシティやϗースϪジストϨࡨ I'
なʹの取り組みをͮߨており、ۯ間データのモデルԿ͗進Ξでいます。今後、ඍ͠Ηたۯ間データを
⽤いた防災や災害時のѴなʹにおいて、͞の概೨モデルはร参ߡになるͫΘ͑とࢧいます。 

また、࢞通はଠ分とデータ連携するࡏにݺพに͗ච要となり、コストと時間͗かかͮていた
課題をմ݀するたΌに、各分のデータ連携خ൭をԥஇしてデータ連携する取り組みを紹介していま
す。͞のよ͑な取り組みは )I:$5( や *$I$�; なʹքでも⾒らΗます。データ連携とい͑と、デー
タϪイク（データのކ）をߑするһেを༫えるもの͗ଡいのです͗、データの流Ηる⽔ಕ؇をߑす
る発͗ච要で͍り、Ҳつのࣖࠨを༫えています。 

体͗क体దに取り組Ξでいる࣑に対してࣙؽثの例は、ೈքトϧϓとい͑のにയるݟに、ಛౣߍ
事例で͍り、間ۂةとのデータ連携をਬ進している例ではないかとࢧいます。͞Ηに加えて、最新
技術の紹介もまとΌました。共通خ൭、計حのデώイス、ྖࢢコンϒϣータなʹ防災科学技術ڂݜ
ॶの取り組みを紹介しています。 

実ࡏのϤースίースは取り組みの۫体Կの参ߡになります。͞Ηらの取り組みを参ߡにして、ଡ͚の
取り組みの۫体Կ͗進ΌらΗる事をغଶしています。 

㻟㻚㻝 ⌮ⓗなྲྀ䜚⤌䜏䛾⤂ 

㻟㻚㻝㻚㻝 Ꮫ㆑⪅䛻䜘䜛ྲྀ䜚⤌䜏（᪩✄⏣Ꮫ బ䚻ᮌ㑥᫂ᩍᤵ䛾） 

災害にًҾするඉఈなऀ会の状ସをѴするࢾみ͗、ଡ͚の防災関連ڂݜにおいて、IoT
の進ఴを提としてߨわΗています。 

災害時の状況をѴする͞とは、ਕద・ࡃܨదなඅ害をཊえるたΌに、ڈ・回のકྲྀ・
ક術を݀ఈする͑えでඉに॑要で、ͨ のたΌにはغ・غの༩͗ܿかせない状況に͍り
ます。 

しかし、༩のたΌの਼ཀྵモデルのଡ͚は、平時のデータをϗースにせ͡るをಚͥ、ඉ時
のਕのߨ動はモデルԿ͗ࠖ難で、ଡ͚の合には、ݩܨにخͰいた対応͗な͠Ηてきました。

にफ़΄たよ͑に、ϨΠルタイムの؏データ͗活⽤できるよ͑になͮた今⽇、防災・ݰ災
を通ͣてਕద・ࡃܨదなඅ害を最ঘԿするたΌには、ϨΠルタイムの؏を活⽤したਕの動き
の༩を͑͞ߨとで、༹々なඅ害を最ঘԿする͞と͗ٽΌらΗます。 

ͨ͞で、Ҷీ学ࠦ々⽊࣪ڂݜでは、ͨの⽅๑として、ϝクロߨ動モデルにخͰ͚
シϝϣϪーシϥンと、ϨΠルタイムの؏データの༧合による、状ସѴとغ༩のघ๑を
開発してきました。 
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(1) غ༩のච要のഐܢと課題 
災害によるඅ害を最ঘにཊえるたΌには、͞ののรԿを༩するغ༩͗॑要で͍る͞

とは以よりࢨఢ͠Ηてきました͗、ଡ͚のύードル͍͗りました。 
Ҳつは災害時のݺพのߨ動ݬཀྵ、例えͻਜ਼ώイΠス・ϓϪーϝンήώイΠスなʹの

எώイΠスなʹのߨ動ݬཀྵのڂݜは進Ξできました͗、۫体దな災害時のߨ動モデルは、ް⽤
最Կݬཀྵなʹの通時のߨ動にخͰ͚もの͗ΆとΞʹでした。 

್つは、ߨ動の؏で͍り、۫ 体దな災害時のߨ動データのடはঙな͚、災害によͮて状
況͗ҡなるたΌ、͍る災害時のデータをଠの災害にୱ९に当てはΌる͞とも難しい状況でした。

(2) غ༩モデルのߑ 
しかし、IoT によͮてࢤの༹々な状ସ͗؏Նになͮてきた͞とから、غ༩モデルの

開発Ն͗߶まりました。 
ࠦ々⽊࣪ڂݜでは、データಋԿの概೨をϗースにͨの開発をͮߨており、ͨのخ本దな⽅๑

は༩と؏の܃りศしによる࣏దなϏϧϟータや状ସのߍ新となります。ͨの概೨をԾ
ਦにࣖします。 

͞のスΫームのಝ৯は、࣏の؏を⽤いて、غの༩に͗ࠫޣ発ਫ਼したとしても、ϨΠル
タイムの؏に合わせてϏϧϟータのߍ新をߨい、ݳ状のݳ࠸を߶Όた͑えでغ࣏の༩を実
施する͞とです。 

͞のϓϪームは、スマートシティなʹ、データϕϧットϓΧーム͗ߑと̑' のࢤモデル
との和͗߶い͞とから、今後の発ఴ͗غଶできるとߡえています。 

(3) ۫体దな取り組み事例 
͞の概೨モデルを応⽤して、災害事例としてコロナՔにおいて発ड़͠Ηた、ٺە事ସઑݶに

よるਕの動きのรԿをݳ࠸した事例をࣖします。 
౨ښ 23 ۢを対েに、ʹのよ͑なߨ動のรԿ͍͗ͮたかを、ਕの動きのҲஇデータで͍る

౨ښݏࢤ 3T ࠬデータを⽤いたモデルにخͰいて、౨ښ 23 ۢをデジタルదにݳ࠸したネ
ットϭークでシϝϣϪーシϥンを実施しました。 

ਦ 7 ༩の流Η
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͠らにコロナՔでのਕの؏データで͍る、ドコモ・インγイトマーίティンή͗提ڛする、
間౹計のϨΠルタイム൝のデータを؏データとして活⽤しۯをਬ計したモώイルਕࡑ଼
ました。͞ ΗによͮてコロナՔでのडݏのਕの動きのݳ࠸を͑ߨシϝϣϪーシϥン͗実施͠
Η、⽇々の؏を活⽤して、コロナՔのਕの動き͗͠ݳ࠸Ηました。 

なお、シϝϣϪーシϥンには、なデータの取りࠒみ・ॴཀྵ͗ච要で͍ͮた͞とから、ה
ࣞ会ऀ Quemix のྖࢢコンϒϣータの活⽤も今後検討していきたいとߡえています（ͬ͞らは
ʰ3�2  。（コンϒϣータの活⽤ʱを参লԾ͠いࢢྖ

  

ਦ 8 ਕ流シϝϣϪーシϥン݃Վ

― 20 ―



�21� 

(4) 今後のఴ 
͞のよ͑に、਼のデータを活⽤して、災害時の状ସをݳ࠸し適な施ࡨ検討をՆにするた

Όには、ࢤをデジタルにߑする技術、ਕやモόの動きをݳ࠸するシϝϣϪーシϥン技術、
͞Ηらの༩ౕを担ฯする؏データのै実͗ܿかせませΞ。 

͞ΗらをҲつのϕϧットϓΧームにఴ開し、データ༧合技術の発ఴと߶ଐԿ͗͞の技術の
গཔを߶Όる͞ととなります。 

今回、例として଼ࡑਕを؏データに⽤いました͗、ಕ࿑ネットϭークデータ͗デジタル
てಕ࿑ϨンクのଐౕデータのϨΠルタイム؏ͮڎ͠Η、ϕローブΩーにߑ൭にخࢤ
を⽤いたಕ࿑交通のシϝϣϪーシϥンや、Ӽ降ٮの動きを؏したデータによる規ໝӼ
内のਕの流動シϝϣϪーシϥンなʹ、༹ 々なࢤのଈにおいて適⽤͗Նで͍り、クϧウド
のࢤデジタルخ൭や、ࢤの༹々なҒにかΗた༹々なιンγによる状ସの؏データの
ட、ྖ でࠅの߶ౕԿなʹ͗進͞とによͮて、災害ݱࣁࢋコンϒϣータをはͣΌとする計ࢢ
͍る⽇本において、ࡃܨదඅ害をఁݰするࢤ災害マネジϟントघ๑としての発ఴ͗غଶ͠Η
ます。

ਦ 10 データ連携ϕϧットϓΧームイϟージ

  

デジタル都市基盤

融合技術 リアルタイム観測 シミュレーション
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(5) まとΌ 
災害にًҾするඉఈな状ସにおいては、ఈ状ସにخͰいて計ժ͠Ηたもの͗、චͥしも

有ްでは͍りませΞ。 
ͨ͞で、͞ ΗまではݩܨにخͰいた対応͗な͠Ηてきました͗、ϨΠルタイムのデータ͗活

⽤できるよ͑になͮた今⽇、防災・ݰ災、͠らにࡃܨదなඅ害を最ঘԿするたΌには、ϨΠル
タイムの状ସをѴした͑えで、਼ 学モデルを⽤いて、ݳ状にخͰいたغదな༩を͑͞ߨ
と͗ٽΌらΗ、ͨ Ηによͮて༹々なඅ害を最ঘԿする施ࡨのシϝϣϪーシϥン͗Նになりま
す。 

しかし、ͨ の਼学モデルはఈ時のデータにخͰ͚もので͍り、ඉ時に適に༩できる
とはݸらない͞とから、Ҷీ学ࠦ々⽊࣪ڂݜでは、ͨの⽅๑として、ϝクロߨ動モ
デルにخͰ͚シϝϣϪーシϥンと、ϨΠルタイムの؏データの༧合による、状ସѴとغ
༩のघ๑を開発しました。 

例えͻ、ਕ流に関しては、携ଵుخஏۃデータにخͰいたਕの分ාのϨΠルタイムデータ
と、平時に収集したߨ動データにخͰ͚ߨ動モデルを༧合͠せ、ఈ状ସモデルのϏϧϟー
タをඉ時の؏データをݳ࠸できるよ͑にするघ๑を開発しました。 

また、災害時に題となるॎ଼なʹの題に対応するたΌに、ಕ࿑ネットϭークの状ସをਬ
計するモデルも開発してきました。خ本దなߡえ⽅は、シϝϣϪーシϥンモデルはخ本దなߨ
動をݳ࠸するもので͍り、༹ 々なড়݇をインϕットとしてड़ྙする͗、ͨ のड़ྙはϏϧϟータ
にғଚする。ͨ のϏϧϟータ͗ݳ状をもͮともよ͚ݳ࠸するよ͑にΫϡϨブϪーシϥンすると
い͑ものです。 

۫体దな例で͝ڏたよ͑に、ਕ流に関しては、ۛ 年のコロナՔによるਕ流のきなรԿにつ
いてߡえてみました。౨ښݏࢤではϏーλントϨッϕࠬ͗ 2018 年に実施͠Η、ͨΗにخ
Ͱいた౨ښݏࢤのߨ動シϝϣϪーシϥン͗Նになりました͗、ݳ実のߨ動はͨのシϝϣϪ
ーシϥンとはҲしませΞでした。ͨ͞で、ϨモートϭークをϏϧϟータとして、シϝϣϪー
シϥンのेڋஏやमۂஏのϨΠルタイムのਬ計؏データをもとにし、ݳ࠸のඉに߶
いシϝϣϪーシϥンを実ݳし、͞ Ηによͮて、ʹ のஏҮのʹの年େのʹのۂझでಉ͚ਕ͗ड़ۊ
しているのか、͠ らには通ܨۊ࿑なʹもਬ計Նで͍り、ࠠ の有ްなʹをࣖす͞ࡨմভ施ࡸ
と͗Նになりました。 

ಕ࿑ॎ଼に関しても、ϕローブΩーとݼͻΗるૺߨ状ସを؏し、かつϨΠルタイムに利⽤
Նになͮてきた͞とから、͞ ΗをマイクロシϝϣϪーシϥンにして、ϏϧϟータをϨΠ
ルタイムにする͞とで、状ସのݳ࠸を͠せる͞と͗できます。 

に、Ӏきକ͚時間ଵにً͞るで͍Θ͑交通ྖの༩を⽤いて、रਜ਼したϏϧϟータを⽤いߍ
たシϝϣϪーシϥンにより、ݳ実のデータをൕӫしたシϝϣϪーシϥン͗Նになり、༹ 々な
施ࡨ検討のϗースを提ڛする͞と͗Նになりました。 
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㻟㻚㻝㻚2 Ẹ㛫ᴗ䛻䜘䜛ྲྀ䜚⤌䜏（ᐩኈ㏻ᰴᘧ会♫䛾） 

防災分での情報活⽤については、災害時において૱合防災情報システムや 6I34' を活⽤し、
災害情報を集約、ஏਦԿして災害対応ؽ関に提ڛするなʹ、Ҳఈの進ఴ͗⾒らΗます。 

しかし、ࡤ今のܻਛԿするࣙષ災害や、߶ྺԿऀ会、デジタルԿऀ会と進で、災害発災後
のਟଐなڈに活⽤するたΌ、間データを਼のक体で活⽤する͞とはචਤとなͮてい͚
とߡえらΗます͗、災害時に間データを活⽤するたΌには、分間のなʹଡ͚の配ྂす
΄き事ߴや課題͍͗ります。 

ຍͮて、災害時でな͚ても、͞ Ηまでのۂة内や分ຘのデータ連携においては、خ൭͗ඍ
͠Ηてもデータ活⽤は分内にถͣた状ସでした。 

ͨのよ͑な状況を打開す΄͚ଡ͚の͗ڂݜな͠Ηています͗、ͨので࢞通も参ժしてい
る 6I3（કྲྀదイόϗーシϥンଆϕロήϧム）で取り組Ξでいる分間データ連携خ൭の取り
組み概要について紹介します。 

(1) ഐܢと概要 
デジタルԿのٺଐな進ఴ・߶ౕԿ͗進、データはஒܛ・Ճ・ڟ૬ྙのݱચで͍るととも

に、課題進ࠅで͍る⽇本のऀ会課題をմ݀するりࡵとҒͰけらΗています。 
また、h としてगる΄きデータࠅ 、ɦh ਕ情報ݺ 、ɦh 間で活⽤す΄きデータʱ、データの

࣯に応ͣて、データの適なѽい͗ٽΌらΗています。 
6oFLHW\ 5�0 を実ݳするたΌにはᶅデータ͗࢘える͞と（デジタルςインの実ݳ）、ᶆデータを

コントロールできる͞と、҈ৼして࢘える͞と͞と（ਕ間ৼのデータ利活⽤））、ᶇステークϙ
ルξー͗連携し新たなՃをड़する͞と（新たなՃのड़）、͗ච要となͮてきます。 

ଡ༹なデータを活⽤して新たなՃをड़するたΌには、h͚߁ データ連携ʱとͨΗをʰ利活
⽤したγービスを提ڛʱするخ൭ϕϧットϓΧームのߑ͗伶となります。خ൭ϕϧットϓΧ
ームとはデータ連携خ൭（ςール）、利活⽤ڧとデータ連携にච要なルールを提ڛするもので
す。 

ͨのよ͑なഐܢから平成 30 年から 6I3 事ۂにおいて分間データ連携خ൭のߑを開࢟し、
ͨのӣ⽤を͑ߨ組৭として、Ҳൢऀ団๑ਕデータऀ会ਬ進協議会6͗令和 3 年 4 ⽉にઅཱི͠Η、
データ連携をࢨすϕϧットϓΧームとしてʰ'$T$�(;ʱ͗提͠ڛΗる͞ととなりました。7

(2) 分間データ連携خ൭の概要 
͞Ηまでは、ۂة内や分ຘにデータ連携のخ൭͗ඍ͠Ηても、データ活⽤は分内にถ

ͣた状ସで͍ͮた。ͨ のたΌ、ଠ分と連携するには、ݺพに͗ච要となりコストと時間͗
かかͮてしまͮていました。ͨ͞で各分のデータ連携خ൭をԥஇしてデータ連携するたΌの
をඍする͞とで、਼の分のデータのh܊・γービスؽ 発⾒ 、ɦh 約ܘ 、ɦh ҈સに取ಚするʱ
͞とを実ݳՆとします。 

6Ҳൢऀ団๑ਕ データऀ会ਬ進協議会（'DWD 6oFLHW\ $OOLDQFH：'6$）（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ） KWWSV:��GDWD�VoFLHW\�DOOLDQFH�oUJ� 
7ʰ2021 年 6 ⽉ 18 ⽇ デジタルऀ会の実ݳにけた఼॑計ժ （ɦ2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ） KWWSV:��ZZZ�GLJLWDO�Jo�MS�SoVWV�=OSWM3Uo
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                       ड़ఱ:  

(3) ۫体దな取り組み事例 
౨⽇本ਔ災以降、ഀ༩ౕのにけて、ԯ合でのഀ؏のඍ͗進ΌらΗ、ͨ Η

らを活⽤する各झのഀ༩घ๑の開発͗進ΌらΗています。
今後ً͞り͑るഀにけたඅ害ܲݰ対ࡨをよりްՎదに進ΌるたΌには、સࠅを概؏し

たഀ༩の活⽤に加え、ஏҮごとに、ͨのಝをྂߡしたஏҮΩスタマイθܗのഀ༩͗
。ΌらΗますٽ

本事例は、ઔྡࢤք部を対েとし、ཱིࠅ学๑ਕ౨ښ学ஏਔڂݜॶ、ཱིࠅ学๑ਕ౨
学災害科学ڂݜࡏࠅॶ、ઔࢤと࢞通ࣞה会ऀ͗共ಋで、AI・スϏコンなʹの ICT を活⽤し、
ଡ༹なデータを連携し、ഀඅ害ܲݰにけたഀの༩や事対ࡨの技術検討をͮߨている
ものです。

  ਦ 12 ஏҮΩスタマイθܗのഀ༩

ਦ 11 分間データ連携خ൭の概要
データऀ会ਬ進協議会 技術検討җҽ会 :*1：6I3 γイώー�分間データ連携خ൭ઈ会ࣁྋよりӀ⽤ 

（6I3 γイώー�分間データ連携خ൭コンλーシΠム作成）
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ਦ 13 ஏҮΩスタマイθܗのഀ事対ࡨ
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㻟㻚㻝㻚㻟 ⮬య䛻䜘䜛ྲྀ䜚⤌䜏（ᚨᓥ┴䛾） 

ಛౣݟでは、h ೈքトϧϓஏਔʱを⾒ੀえ、2010 年以降、関ؽܐ関の情報をԃに連携する災
害時情報共有خ൭としてʰ災害時情報共有システムʱをߑしています。 

͞Ηまで、҈൳֮γービスʰす͚ͫͬΞϟールʱのஏҮ 616 ԿによるஏҮेからのඅ災
情報収集体、߿ӏ・ߓ⽔災害を༩するたΌʰӏӤϪーξーʱを活⽤した降ӏデータの収集・
分ੵ体のߑ、Πマμンh ΆしいものϨスト をɦ活⽤したࢩԋ物ࣁୣ体ߑなʹの検証も
実施し、ࡑݳは、h ಛౣݟΨーϕンデータ（oXU oSHQ GDWD）ɦ に避難ॶデータをޮ開するととも
に、ιブンʷイϪブン・ジϡϏン͗ӣ⽤するʰιブン 9I(:ʱとのデータ交換なʹ、災害に関す
る߁い情報連携に取り組Ξでいます。 

  

なデータ連携事例内でのԃݟ

߁いबஎにけたデータ連携事例

す͚ͫͬΞϟール ಛౣݟ૱合ஏਦ提ڛシステム

ಛౣݟΨーϕンデータ（oXU oSHQ GDWD） ιブン 9I(:

ਦ 14 災害時情報共有システムの概要

― 26 ―



�27� 

㻟㻚2 䝕䞊䝍㐃ᦠ䜢ᨭ䛩䜛ᢏ⾡⤂ 

㻟㻚2㻚㻝 ⤂䛩䜛᭱᪂ᢏ⾡ 

͞͞では、ߴで紹介した取り組みやͨのଠの取り組みで活⽤Նなデータ連携をࢩԋする
最新事例を紹介します。 

表 3 紹介する最新技術
分ྪ 紹介技術 େ表者 

技術 1
データ連携をࢩԋす
る共有خ൭ 

ॶڂݜ൝防災γービスϕϧットϓΧーム 防災科学技術ۂة

デジタルϪジϨΦンスγービス ࢞通ࣞה会ऀ

I'<;（I'HQWLW< H;FKDQJH） ࢞通ࣞה会ऀ

&'/（&KDLQ 'DWD /LQHDJH） ࢞通ࣞה会ऀ 

技術 2
データ取ಚ・連携を
حԋする計ࢩ

ஏਔ計 
ιブンʷイϪブン・
ジϡϏンࣞה会ऀ 

ӏྖ計・ܑࣾࣾ計 応⽤ஏ࣯ࣞה会ऀ 

技術 3
災 害 時 の ਟ ଐ な մ
ੵ・情報提ڛをࢩԋ
するシステムڧ

会ऀࣞה コンϒϣータࢢྖ 4XHPL[ 

3DD6 によるシステムӣ⽤ 
クϧウドΦース 
 会ऀࣞה
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㻟㻚2㻚2 ᭱᪂ᢏ⾡⤂ 

(1) データ連携をࢩԋする共有خ൭ 
ᶅۂة൝防災情報γービスϕϧットϓΧーム（63)） 
ʽ63)  のదʾߑ

防災科͗ݜ官ڂݜ開発౦֨ࣁϕロήϧム（3XEOLF�3ULYDWH 5	' IQYHVWPHQW 6WUDWHJLF 
([SDQVLoQ 3UoJUD0：35I60（ϕϨθム））において、ଡ༹なデータとόウύウを、組み合わせ
る͞とにより新し͚防災にༀཱིつ࢘い⽅をड़するたΌに令和２年ౕから開発を開࢟したもの
 。൝防災情報γービスϕϧットϓΧーム（63)）ですۂة͗

、関の防災関連情報やόウύウؽ൝防災情報γービスϕϧットϓΧーム（63)）は、ۂة
間の࣍つビッήデータ、技術όウύウを౹合し、ۂةの意݀ࢧఈや災害対応をࢩԋする情報ϕ
ロξクςを提ڛするもので͍る。また、͞ の情報ϕロξクςを⽤いたγービスをਫ਼みड़し、ͨ の
γービスを⽤いたビジネス͗ਫ਼まΗる͞とで、ܩକదな災害対応のをࢨすたΌのخ൭ద
なϕϧットϓΧームでも͍ります。 

ʽデータの利⽤ʾ 
防災情報γービスϕϧットϓΧームのؽやデータの流Η、利⽤について࣏นにࣖします。 
防災情報γービスϕϧットϓΧームの利⽤者は、ࣙら防災情報システムをॶ有するよ͑な

 。となりますۂةと、ॶ有しないよ͑なঘۂة
ࣙのシステムを࣍つよ͑なۂةに対しては防災情報γービスをデータとして提ڛし、ࣙ

ऀシステム内でマッシϣΠッϕして災害対応に活⽤͠Ηるよ͑に、各झの防災情報を各झのロ
ίーシϥンϕϧットϓΧームにร換して提ڛできるよ͑な組みとしました。 

Ҳ⽅でࣙのシステムのないঘۂةに対しては、防災情報γービスϕϧットϓΧームの
各झの情報γービス内で、ࣙ ऀのデータをౌし、情報γービス͗Ϥーδーデータと防災データ
をマッシϣΠッϕして、意݀ࢧఈにච要な情報を提ڛする組みとしました。 

ʽデータマートʾ 
組みとしてデータマートをઅ計しの防災や災害対応にච要な情報やςールを介するۂة

ました。 
データマートは、Ωスタマーۂةに対して、各झの防災対ࡨ、災害対応に࢘える情報ϕロξク

ς܊を提ڛする。情報ϕロξクςの流通をଇ進するたΌに、データマート利⽤者は、各झの情報
ϕロξクς܊のγンϕルをໃྋで࢘⽤する͞と͗できます。ͨ して、実ࡏにࣙऀの災害対応や防
災対ࡨに利⽤したࡏには、利⽤したྖに応ͣて利⽤ྋをෝ担する組みとしています。各झの情
報ϕロξクςはγϕϧイϢーとなるۂةから提͠ڛΗるたΌ、利⽤ྋはγϕϧイϢーۂةにؒ
元͠Ηるものとなります。 

͞のよ͑な࣍କదに開発と利⽤のγイクルを回す組みとしてデータマートの各झؽを検
討し、実ૹを進Όています。 
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ਦ 15 ൝情報γービスϕϧットϓΧーム(63))の概೨ਦۂة
（डݏをৼとしたϪジϨΦンス૱合ྙにࣁするデータ利活⽤にけた連携 報

 ॽ（γブϕロ(D)）よりࠄ
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ᶆデジタルϪジϨΦンスγービス 
本γービスは、ۛ 年ܻਛԿ、߁ҮԿするࣙષ災害から、े や৮ҽ、ॊۂҽのਫ਼ໍとࡔ産をग

り、よりਟଐな災害対応ۂແをࢩԋする SaaS 。γービスとなͮていますܗ
ে情報に加えـ SNS 情報なʹも߁いデータを災害対応に利活⽤するγービスですـ。

ে情報や 4 झྪもの SNS 情報から災害関連のデータを収集し、༹々なデータを組み合わせて、
今ʹ͞でՁً͗きているかをϨΠルタイムにデジタルஏਦでݳ࠸できます。

͞Ηにより、ڎ఼ごとのඅ害や対応状況をՆࢻԿし、災害時の್࣏අ害のܲݰやۂ、ڈແܩ
କなʹ、࣑ࣙ体やۂةの災害対応ۂແをྙکにࢩԋします。

ਦ 16 システムイϟージ

ਦ 17 ժイϟージ
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ᶇI'<; 
デジタルビジネスにおいては、γービス事ۂ者や利⽤者のྼܨまたは֪ࣁといͮた本ਕ情報

（Πイデンティティー）をਜ਼֮に૮घにఽえる͞と͗॑要になります。 
ͨのよ͑な、ࡑݳ、ブロックοΥーンを活⽤し、第ࢀ者͗ฯ証したࣙਐの本ਕ情報を取Ӏ

にਜ਼し͚開ࣖする分ܗࢆ I' の検討͗進Ξでいます。 
࢞通は、ブロックοΥーン技術を֨し、分ܗࢆ I' の組みので、実ࡏに取Ӏをͮߨた

ϤーδーからのՃや͞Ηまでの取Ӏの実ସなʹから、取Ӏ૮घの৶⽤を֮Նなܙで本
ਕ情報を҈સに流通͠せる技術ʰI'<; （I'HQWLW< H;FKDQJH）ɦ 8を開発しました。 

ᶈ&'/ 
ਕで活⽤する͞とをʰデータの利活⽤（利ݺ・ているデータを、ࣙऀ・ଠऀͮ࣍ਕ͗ݺやۂة

⽤ˏ活⽤）ɦ と͑ݶ。しかし、घにΗたデータ͗৶བできるかʹ͑か（例えͻ、ݺਕ情報なら
ͻ当ਕのಋ意͗ಚらΗているのかʹ͑か）は、データͫけを⾒てもわかりませΞ。 

ͨ͞で開発したの͗、&KDLQ 'DWD /LQHDJH（&'/）技術9です。͞Ηにより、利⽤者は҈ৼし
てデータを利活⽤できるよ͑になります。 

  

8 I'<; （I'HQWLW< H;FKDQJH）（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ） KWWSV:��ZZZ�\oXWXEH�FoP�ZDWFK"Y \(\o&GE05NF 
9 &KDLQ 'DWD /LQHDJH（&'/）（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ） KWWSV:��ZZZ�\oXWXEH�FoP�ZDWFK"Y 1Go52+[$U04

ਦ 18 ʰI'<;ʱによる本ਕ情報の流通のघକき
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ਦ 19 &KDLQ 'DWD /LQHDJH（&'/)概要ਦ
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(2) データ取ಚ・連携をࢩԋする計ح 
災害時のਟଐな対応、今後のݰ災対ࡨの検討（シϝϣϪーシϥンのౕ）に͍たͮては、

災害発ਫ਼時のਜ਼֮な状況Ѵ͗ච要Նܿです。
͞͞では、データ取ಚڧのै実Կをਦる計حについて紹介します。 

ᶅஏਔ؏ 
ιブンʷイϪブン・ジϡϏン、ιブン۞ߨ、防災科ݜ技術ڂݜॶの共ಋにより、ιブンʷイϪ

ブンవะ内のιブン۞ߨ ATM にঘܗஏਔ計をઅし、ஏਔ؏を実施しており、計ਔౕ 1 以
の༵Ηを؏した合、ஏਔഀܙデータからஏਔ計内で計ਔౕをԍࢋし、データιンター
にࣙ動通எする組みをߑしています。

               

ᶆӏྖ؏・ܑࣾࣾ؏ 
応⽤ஏ࣯ࣞה会ऀでは、ӏྖやࣾのܑࣾ状況に関するデータ取ಚحؽもै実Կ͗ਦらΗて

おり、ಕ࿑やΠンξーϏスץ⽔のϨΠルタイムデータや、ӏྖ計によるఈ఼でのӏྖデータ͗
取ಚできるحؽや、ஏに࢙すͫけでಕ࿑にする๊ࣾշなʹのϨΠルタイムのデータ͗取
ಚՆなحؽ͗開発͠Ηています。 

  

˖：防災科ݜ（.�1(T、.L.�QHW、0H62�QHW）
˖：ஏਔ計અࡃιブンʘイϪブンవะ 

ਦ 20 $T0 のஏਔ計અ状況
（2021�4�1 内ښ౨ ࡑݳ 52 వะ）

ਦ 21 ஏਔ計અ状況

ਦ 23 ܑࣾιンγ
（クϨόポール）

ਦ 22 ⽔Ғ״எιンγ
（すいͮͬץ）
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(3) 災害時のਟଐな情報提ڛをࢩԋするシステムڧ 
災害時におけるଡ༹なデータの連携は、ਟଐな対応ࡨの実施にけ॑要な要ોとなります͗、

情報を最適ԿしてϨΠルタイムで提ڛするたΌには、なデータをॢ時にॴཀྵできるڧの
。͗ච要Նܿとなりますߑ

͞͞では、災害時のਟଐな情報提ڛをࢩԋするシステムڧについて紹介します。

ᶅྖࢢコンϒϣータ 
ʽྖࢢコンϒϣータの概要ʾ 

。するコンϒϣータですݳを実ࢋেを利⽤して並計ݳ学のྙࢢྖ、コンϒϣータとはࢢྖ
ॊཔܗのコンϒϣータではえのड़にな時間を要する題でも、ྖࢢコンϒϣータでは
い時間でմけるよ͑になるՆ͍͗るたΌ、͠ま͡まな分での活⽤͗غଶ͠Ηています。

4XHPL[ ऀでは、ྖ ・コンϒϣータ（4&）技術を実⽤Ϫϗルにしたで、൜⽤ΠルβϨθムࢢ
。ていますͮߨϕϧットϓΧームの開発をࢢྖ

ʽҶీ学 ࠦ々⽊گदとの取り組みʾ 
Ҳࠃを૬͑、ਕໍ͗かかる災害のにおいて、ॊཔܗとർ΄て਼ࢨ関਼ద計ࢋ加ଐ͗実ݳ

できるྖࢢコンϒϣータの計ؽࢋϏϭーはۅΌてຳྙదな技術です。 
防災の؏఼からྖࢢコンϒϣータにغଶ͠Ηるものとしては、避難ܨ࿑最適Կや、ٻԋ物ࣁ

配送最適Կなʹ͗͝ڏಚらΗる。͞Ηらの技術の֫は、਼学దには最適Կ題としてஎらΗ
ています。

Quemix では、ྖࢢコンϒϣータと、ࣙऀのもつ最適ԿΠルβϨθム、͠らにはϨΠルタイム
でघ͠Ηるಕ࿑交通情報、ਕ流データ、Ցઔ情報、ਃ⽔情報を༧合͠せる͞とで、避難ܨ࿑最
適Կ、避難物ࣁ最適Կを͑͞ߨと͗できるとߡえています。

͠らには、各ஏҮのਕデータ、⽇ਕデータ、ਕの年ྺ分ා、ेڋ分ාの情報から事
に避難ॶの最適Կを͑͞ߨともできます。

避難ॶ͍͗まりにもଡい状況では、避難物࣯の配ාや؇ཀྵにおいてきなコストをਫ਼͞
とになり、ͨΗはेのสのଁをড͚͞とになるたΌ、ྖࢢコンϒϣータを⽤いた避難
ॶ最適Կも॑要な課題で͍るとߡえ、ࣞה会ऀιブンʘイϪブン・ジϡϏンから提͠ڛΗる

ਦ 24 4XHPL[ ऀのྖࢢコンϒϣータの概要
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ਃ⽔情報、Ҷీ学ࠦ々⽊گदから提͠ڛΗるਕ流モデル・ಕ࿑交通情報を組みࠒΞで、最適
Կを͑ߨΠルβϨθムを検討しました。 

まͥは、ͨのϏイロットద開発として、ྖࢢコンϒϣータを⽤いた 2 झྪの最適ԿΠルβϨ
θムを検討した݃Վ、ྖࢢコンϒϣータと進ΠルβϨθムを組み合わせる͞とにより、計ࢋ
ଐౕの਼ࢨ関਼ద加ଐ͗実ݳできるՆ͍͗る͞と֮͗͠Ηました。

今後、実ࡏのデータを⽤いな͗ら、ݩࢾద検証と進Όてい͚͞とをߡえています。 

ᶆ3DD6 によるシステムӣ⽤ 
にච要なύードウΥΠのスϘックやࡏのクϧウドγービスでは、γーώを利⽤するࡑݳ OS

のみをϤーδー͗ࢨఈして利⽤するといͮたγービス（IaaS）͗Ҳൢదです͗、ΦンドϤーδ
ー͗γービスを利⽤する合、ΠϕϨίーシϥンはพڧで実施する͞ととなります。

クϧウドΦースऀでは、͞Ηまでの IaaS からસదに PaaS による開発を͑͞ߨとで、ύー
ドウΥΠからλϓトウΥΠまでより৶བの߶いクϧウドخ൭ཱི֮͗͠Ηるとともに、ฯगに
かかるघ間やϧンωンήコストの最適Կにつな͗ります。 

  
ਦ 25 6DD6 によるߑ事例
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ᵒ ấỪụỆ 

防災科ݜではʰडݏをৼとしたϪジϨΦンス૱合ྙϕロジΥクトʱを 2017 年ౕより 5 か年計
ժで進Όてきました。 

ϕロジΥクトでは、産官学͗ฯ有するデータを、デ活で共有・活⽤し、h &69：共通Ճのଆʱを
ࢨして活動してきました。 

͞のデ活には 8 つの分科会͍͗り、ͨのҲつ͗ʰIoT 技術活⽤分科会ʱです。ιブン�イϪブン・ジϡ
Ϗンのଞ会ௗをৼに、間ߨ、ۂة、ڂݜ者͗集まり、活発な活動をͮߨてきました。೨な͗ら
コロナՔでの活動となͮて、Ҳ部の活動は༩ఈ通りに実施できませΞでした͗、͞の取り組みはଡ͚の
防災関ܐ者にとͮてもༀཱིつものとߡえ、ガイドブックとして発ߨする͞とにいたしました。 

ஏਔ、ഀ、⽕ࢃ、ӏ、ౖ、ઉතなʹのࣙષ災害͗ළ発するで、産官学͗Ҳ体となͮたデータ連
携とͨの利活⽤は、関ܐするݺ々のؽ関の %&3 ͫけでな͚、&69（共通Ճのଆ）により͠らに、ऀ
会સ体のϪジϨΦンスのに߫ݛするはͥです。今後、͞のガイドブック͗ঙしでもਫ਼か͠Ηる͞と
をͮبております。 

ガイドブック作成にΠドώイスを頂いたҲൢࡔ団๑ਕ⽇本情報ऀࡃܨ会ਬ進協会ࡖԾఫແཀྵ事༹、
ならびにरをおبいしたಋ協会、IoT 技術活⽤分科会の活動にۅదに参加していたͫいた関ܐ各Ғ
に״ःਅし͝ます。 
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付録 

付録 㻝：㤳㒔ᅪ䝺䝆䝸䜶䞁䝇䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻䛴䛔䛶 

ᶅܨҤ 
防災科ݜではช部科学のึঁۜ事ۂとしてʰडݏをৼとしたϪジϨΦンス૱合ྙ

ϕロジΥクトʱを 2017 年ౕより開࢟し、5 か年計ժで進Όてきました。ϕロジΥクトではʰة
なる͚کもݏなる ड͚کもۂ をɦ合いݶཁに、ڂݜからਫ਼まΗたஎ⾒にخͰき、産官学͗
ฯ有するデータをデ活で共有・活⽤する͞とで、ͨΗͩΗの組৭の防災ྙを͠せる͞とを
ඬに取り組Ξできました。(KWWSV:��IoUU�EoVDL�Jo�MS�（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇Ԁལ）)  

わ͗ࠅはֆでも有਼のஏਔࠅで͍り、ಝにडݏではஏਔ͗ළ発し、ஏਔࠬڂݜਬ進
本部ஏਔࠬҗҽ会のௗغՃによΗͻ、今後 30 年以内にマήωοϣード（0）̕クϧスのஏ
ਔ͗発ਫ਼するི֮は 70ˍఖౕと、ร߶͚Ճ͠Ηています。Ҳ⽅、डݏはؽࢤやਕ
͗集したऀ会ࡃܨ活動ので͍り、災害に対する੮ओを内ใしています。͞ のたΌ、ड
でஏਔ͗発ਫ਼すΗͻ、ਛなඅ害͗ड़る͞と͗༩͠Ηます。ԟ防災会議のडԾஏݏ
ਔ対ࡨ検討ϭーΫンήήルーϕの最終報ࠄॽ(平成 25 年内閣府・ԟ防災会議)によΗͻ、ৼ
ೈ部Ծで 07�3 のஏਔً͗͞Ηͻ、1 ̑ݟの 30ˍはਔౕ 6 ओに⾒わΗ、最ѳのシナϨΨ
では、ࢰ者 2 ຬ̑એਕ、સշ・রࣨՊԲは 61 ຬ౫とඅ害ఈ͠Ηています。Ҳ⽅で、2015 年 5
⽉に発ਫ਼したঘݬ־ঀౣ⽅ԯஏਔ（08�1、͠ 682NP）に⾒らΗるよ͑なԗஏや発ஏਔ
では、ਔౕは内で 4 ఖౕでもௗबغの༵Η͗ӿし、ଡ͚のΦϪϗータ͗ంࢯするなʹ、事
な災害ϨスクࡋをਦるたΌ、࣍のңؽ会ଝࣨにもつな͗ります。डؽࡃܨのஇやۂ
Ճと対応ࡨのڂݜ開発͗॑要かつە٦の課題となͮています。 

ᶆڂݜϕロジΥクトのߑ成とಝ 
本ϕロジΥクトは、3 つのγブϕロジΥクトおよびデ活でߑ成͠Ηます。ཀྵ学分（γブϕロ

ジΥクト̳）では、༩ྙのをࢨし、ஏのʹ͞でஏਔ͗発ਫ਼し、Ձに༵Η͗ஏ表にఽ
するかをらかにするとともに、官連携߶ືౕஏਔ؏システムのߑについてڂݜし
ています。学分（γブϕロジΥクト̴）では、༩防ྙのをࢨし、ஏ表にఽ൘した༵Η
͗Ձにݒ物ߑଆやඉߑଆ部ࡒに作⽤するかをڂݜしています。ऀ 会科学分（γブϕロジΥク
ト̲）では、対応ྙのをࢨし、ஏਔの規ໝやඅ害状況に応ͣ、Ձにऀ会やਕ͗対応す΄
きかをڂݜしています。ͨして、ͨΗら 3 つのγブϕロジΥクトの有ؽద連携を通ͣて学ࡏద
なڂݜ開発をਬ進しています。 
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ᶇデ活の取り組み 
本ϕロジΥクトの最もきなಝとしてҒͰけらΗるh デ活 はɦ、産官学からなる協議会

です。2021 年 12 ⽉時఼で、71 の組৭会ҽ(59 体、9࣑ࣙ̑、ۂة 団体)と 16 のݺਕ会ҽ͗いま
す。h デ活ʱ規約のもと、組৭会ҽのから各ۂةのༀҽやγブϕロジΥクト౹ׇ͗ʰデ活ʱཀྵ
事会のༀҽとなり、ཀྵ事会および૱会を開催しています。 

のシンポジウムなܗ会ҽならびに会を検討のҲൢの⽅に対しては、発ଏ年ౕよりޮ開ع
らびに年࣏成Վ報ࠄ会をຘ年計 4 回ఖౕةժし、新ܗコロナՔにおいてはΨンϧイン開催にす
る͞とで਼ඨ名規ໝの़に参加いたͫきな͗らも、⽅の情報発৶・議͗ߨえるよ͑
をしな͗ら実施してきました。 

また、2019 年ౕからは、ߍなるデータ利活⽤のԿ・֨にけて、会ҽωーθพにテーマ
をఈΌた分科会を組৭（計 8 分科会）し、ͩΗͩΗの分での題մ݀に取り組間ۂةや
ऀ、成ҽとしてߑ関をؽߨ 会のωーθѴ・課題մ݀にಝԿした活動を進Όてきました。͞
のテーマพの分科会活動において、各分のՊ͗参ժۂةと連携しな͗ら、ऀ 会ద課題に

ਦ 26 डݏϪジϨΦンスڂݜϕロジΥクトのߑ成

ਦ 27 産官学の連携にけたデ活のકྲྀ
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対する۫体దなϓィールドで協議を進Όるで、事ۂ成Վの͠らなるҲ体Կを進Όています。 
なお、間のஏਔ؏データの活⽤については、組৭会ҽとなͮたۂة・団体とテータ提ڛ

のְॽを交わすなʹݸఈしたҕで、データ取ಚஏ఼のಙ名Կにも配ྂをしな͗ら利活⽤
の検討を進Όています。 

表 4 分科会Ҳལ
1） غඅ害Ѵ分科会 産官学、ಝにۂةにおけるਟଐなٮޒ対応のたΌ

に、අ災ஏにおけるغඅ害Ѵ技術を実ૹする （౨ښք⽇動⽕災ฯࣞהݧ会ऀ Άか）

2） 集合े分科会 規ໝ災害に対する集合ेのϪジϨΦンスの
たΌの課題と技術を協議する （85 ߑؽࢤ Άか）

3） ਫ਼活ݒ࠸分科会 අ災者のਫ਼活ݒ࠸の࣯のにࣁする課題と技術を
協議・実ૹする （(65I ジϡϏンࣞה会ऀΆか）

4） ࿇घ๑܉とߑҮ規ໝ災害のシナϨΨ߁ݏ課題分科会 डߨ
を検討・開発・実ૹする （ઔࢤ Άか）

5） 物ଵઅඍに関する技術ݒるたΌのͥݰ物අ害をݒ 物ଵઅඍ分科会ݒ
ద課題を協議する （⽇౨ࣞהۂ会ऀ Άか）

6） IoT 技術活⽤分科会 IoT 技術を活⽤したଡ఼؏による災害対ࡨについて
検討する (ࣞה会ऀιブン� イϪブン・ジϡϏン Άか)

7） インϓϧ分科会 規ໝ災害時における交通ؽ関及びϧイϓϧイン
のؽң࣍にけたインϓϧ関連の情報を収集する
と共にஏҮ %&3 の課題を協議する(౨ښガスࣞה会ऀ Άか)

8） 規ໝ集ٮ施અ分科会 災害時における事ସのଐやかな੫Կとؽܩକ、及
び災害ڎ఼施અとしてのؽ֮ฯを協議する (ࣞה会ऀ 成ీߕۯࡏࠅ)

ᶈϕロジΥクトおよびデ活͗Վたしたༀׄ 
2021 年 9 ⽉ 1 ⽇のデジタルுの発ଏなʹ取りڧ͚תのรԿ͍͗るなかで、ۨదな取り組

みで͍ͮたとࢧわΗます。कたる対েとしているஏਔ災害に関しては、डݏに約 300 ஏ఼に
અ・ң࣍͠Ηているஏਔ؏（0H62�QHW）や、ଡ਼の؈ҝஏਔ計のデータを⽤いたਟଐな
ஏਔ時の༵ΗのѴを、۫ 体దな防災対応に݃びつける͗ڂݜ進ΌらΗました。ஏਔ以のϨス
クについても、ޮ開ܗのシンポジウムをৼに、産学官の連携において 1 年ߨしていたـে
災害ܲݰコンλーシΠムとの連携や、本ϕロジΥクトのΠドΨン施ࡨとしてਬ進͠Ηた内閣
府 35I60 事ۂとの連動により、ࢻを͝߁な͗ら間データの利活⽤について協議・検討する
͞と͗できました。͞Ηらにより、̑つの学術దなڂݜ分とߨ・ۂة組৭、ඉӨ利団体なʹ
の間組৭の防災のωーθを༧合するࢾみ͗অ々にஏҮのステークϙルξーにणけΗらΗ
ています。ϨΠルタイムでのデータ連携や、ٮޒやۂةકྲྀにかかわるݺਕ情報をデータの
ѽいについては、͞ ͞まで౺ୣしてみて۫体Կ͠Ηた課題͗ͮており、ܩକదな検討・検
証͗ච要です。 
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付録 2：活動履歴（分科会開催履歴など） 

IoT 分科会は、2019 年 11 ⽉ 19 ⽇以降、約 2 年間で 11 回開催しました。 
なお、本分科会には産官学合わせ計 16 団体の⽅々にご参加頂きました。 

表 5 IoT 技術活⽤分科会議実施概要
会議名 ⽇時 意⾒交換概要 

第 1 回 IoT 技
術活⽤分科会 

平成 31 年 11 ⽉ 19 ⽇
(⽕)10:00〜12:00 

参加者の取り組み内容紹介し、ビジネスモデル・
システムモデルの情報収集・作成について意⾒交
換を実施 

第 2 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和元年 12 ⽉ 25 ⽇
（⽔）16:00〜17:40 

データ利活⽤協議会シンポジウムの発表内容の検
討と、災害避難に関する課題の共有及び参加者と
の意⾒交換 

第 3 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 2 年 1 ⽉ 21 ⽇
（⽕）10:00〜12:00 

データ利活⽤協議会シンポジウムの発表内容の検
討と、参加者の進捗状況の発表 

第 4 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 2 年年 2 ⽉ 19 ⽇
(⽔)15:30〜17:30 

データ利活⽤協議会シンポジウムの最終打合せ
と、配送データを活⽤した事例紹介及び意⾒交換 

第 5 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 2 年 3 ⽉ 12 ⽇（⽔）
10：30〜12：00 

データ連携に関する取り組みを参加者から紹介
し、各課題における意⾒交換を内閣府担当者も交
えて実施 

第 6 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和２年 5 ⽉ 21 ⽇
(⽊)14:00 分〜16:00 

共通テーマ部会の紹介と参加者のコロナ対応につ
いて紹介 

第 7 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 2 年 6 ⽉ 23 ⽇
(⽕)13：00〜15：00 

データ利活⽤協議会シンポジウムの発表内容の検
討とスマートシティ×デ活の提案及び意⾒交換 

第 8 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 2 年 11 ⽉ 30 ⽇
(⽉)15:30〜17:30 

新規参加者の新技術の紹介及び台⾵ 15 号災害を
ターゲットとした物流モデルや最適ルートの検証
についての意⾒交換 

第 9 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 3 年 1 ⽉ 7 ⽇
(⽊)14:30〜16:00 

台⾵ 15 号災害をターゲットとした物流モデルや
最適ルートの検証においての意⾒交換とデータ活
⽤についての意⾒交換 

第 10 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 3 年 6 ⽉ 17 ⽇
(⽊)16:30〜17：30 

台⾵ 15 号災害をターゲットとした物流モデルや
最適ルートの検証においての進捗状況の発表及び
意⾒交換 

第 11 回 IoT 技
術活⽤分科 

令和 3 年 9 ⽉ 29 ⽇
(⽕)11:00〜12:00 

防災データ連携ガイドブックの検討および意⾒交
換 

第 12 回 IoT 技
術活⽤分科 

令和 4 年 2 ⽉ 15 ⽇ 
(⽕)13:00〜14:00 

防災データ連携ガイドブック並びに今後の活動に
ついての意⾒交換 
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表 6 分科会参加者
・ಛౣݟ 
・Ҷీ学 
・࢞通ࣞה会ऀ 
 通交通・ಕ࿑データγービス࢞会ऀࣞה・
会ऀࣞה・ 4XHPL[ 
 会ऀιブンʘイϪブン・ジϡϏンࣞה・
・౨ښք⽇動Ϩスクコンγルティンήࣞה会ऀ 
・Ϣマトӣ༎ࣞה会ऀ 
・Ϣマトϙールディンήスࣞה会ऀ 
・クϧウドΦースࣞה会ऀ 
 会ऀテϧスΩイࣞה・
・応⽤ஏ࣯ࣞה会ऀ 
・⽇本情報ऀࡃܨ会ਬ進協会 
・٤ϙールディンήスࣞה会ऀ 
会ऀࣞה・ &UHDWH�& 
 ॶڂݜ開発๑ਕ防災科学技術ڂݜཱིࠅ・

ːॳಋ
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